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儲
か
る
メ
ン
ズ
カ
ッ
ト

　

年
が
明
け
て
初
め
て
の
県
組

合
主
催
の
講
習
会
が
２
月
５
日

（
月
）、
前
橋
商
工
会
議
所
で
行

わ
れ
た
。

　

今
回
の
講
習
は
、
は
る
ば
る

兵
庫
県
か
ら
北
尾
誠
祥
全
理
連

中
央
講
師
を
招
き
行
わ
れ
た
。

　

北
尾
講
師
は
、
日
本
人
で
あ

り
な
が
ら
留
学
先
で
あ
る
オ
ー

ス
ト
リ
ア
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー

ム
に
選
ば
れ
、
さ
ら
に
は
日
本

人
初
の
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に

な
っ
た
程
の
人
物
で
、
受
講
者

県
組
合
行
事
予
定

来
を
考
え
る
良
い
き
っ
か
け
に

な
っ
た
講
習
内
容
で
あ
っ
た
。

（
教
育　

内
山　

智
規
）

の
目
は
講
師
の
技
術
に
く
ぎ
付

け
に
な
っ
て
い
た
。

　

講
習
の
内
容
は
二
部
構
成
に

な
っ
て
お
り
、
第
一
部
は
実
際

に
モ
デ
ル
を
使
っ
て
の
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
「
儲
か
る
メ

ン
ズ
カ
ッ
ト
」
サ
ロ
ン
ワ
ー
ク

で
も
実
践
で
き
る
具
体
的
な
テ

ク
ニ
ッ
ク
を
北
尾
講
師
の
分
か

り
や
す
い
解
説
を
聞
き
な
が

ら
、
そ
の
丁
寧
な
技
術
に
見
入

っ
て
し
ま
っ
た
。

　

第
二
部
は
北
尾
講
師
と
県
講

師
数
名
を
壇
上
に
上
げ
、
山
口

県
教
育
部
長
を
司
会
に
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ

た
。
こ
れ
は
今
ま
で
の
講
習
会

に
無
い
初
め
て
の
試
み
で
、
各

講
師
の
サ
ロ
ン
に
対
す
る
意
識

や
料
金
設
定
、
カ
ラ
ー
や
パ
ー

マ
な
ど
特
殊
技
術
客
の
割
合
な

ど
、
普
段
知
る
こ
と
の
で
き
な

い
他
店
舗
の
情
報
を
垣
間
見
な

が
ら
、
今
後
の
理
容
業
界
ひ
い

て
は
ヘ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
業
界
の
未

◀
７
月
23
日
（
月
）

組
合
講
習
会

◀
９
月
10
日
（
月
）

理
容
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日

◀
10
月
１
日
（
月
）

西
毛
巡
回
講
習
会

◀
10
月
８
日
（
月
）

第
70
回
全
国
理
容
競
技
大
会

理
容
２
０
１
８
メ
ッ
セ
ー
ジ
全

国
大
会

◀
10
月
29
日
（
月
）

東
毛
巡
回
講
習
会

◀
11
月
５
日
（
月
）

女
性
理
容
師
の
日

◀
11
月
12
日
（
月
）

北
毛
巡
回
講
習
会

◀
平
成
31
年
２
月
18
日
（
月
）

組
合
講
習
会

（
平
成
30
年
３
月
現
在
）

日
本
人
初
の
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
北
尾
誠
祥
講
師

　

１
月
23
日
（
火
）
第
60
回
群

馬
県
生
活
衛
生
業
者
大
会
が
、

ホ
テ
ル
１
︲
２
︲
３
前
橋
マ
ー

キ
ュ
リ
ー
で
行
わ
れ
た
。

　

多
年
に
わ
た
り
生
活
衛
生
の

重
要
性
を
認
識
し
、
そ
の
向
上

に
尽
く
し
た
功
績
に
対
し
、
表

彰
状
が
贈
ら
れ
た
。

◎
群
馬
県
知
事
表
彰

　

神
林　
　

尚
（
甘
楽
支
部
）

　

岩
崎　

富
夫
（
太
田
支
部
）

◎
群
馬
県
生
活
衛
生
同
業
組
合

　

連
合
会
会
長
表
彰

　

清
水　

孝
志
（
桐
生
支
部
）

　

大
和　

淳
人（
伊
勢
崎
支
部
）

　

坂
田　

和
典（
伊
勢
崎
支
部
）

　

藤
澤　

真
之
（
太
田
支
部
）

　

鈴
木　
　

均
（
多
野
支
部
）

　

岸　
　

一
幸
（
多
野
支
部
）

　

畑
井　

嘉
幸
（
吾
妻
支
部
）

　

梅
松　

應
人
（
吾
妻
支
部
）

◎
全
国
生
活
衛
生
同
業
組
合

　

中
央
会
理
事
長
感
謝
状

　

清
水　

敏
夫（
伊
勢
崎
支
部
）

　

小
林　

信
吾
（
前
橋
支
部
）

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

ど
を
習
得
す
る
た
め
に
開
催
さ

れ
た
。

　
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー

ル
」と「
マ
ニ
ュ
ア
ル
」の
配
布
。

　

外
国
の
人
に
理
容
室

を
利
用
し
て
い
た
だ
く

た
め
の
対
応
と
し
て
、

平
成
29
年
12
月
５
日

（
火
）
前
橋
テ
ル
サ
９

Ｆ
「
あ
か
ぎ
の
間
」
に

て
、「
理
容
業
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
対
応
講
習
会
」

を
行
っ
た
。

　

山
崎
修
全
理
連
中
央

講
師
を
迎
え
て
、
午
後

１
時
よ
り
参
加
者
45
名

で
始
ま
っ
た
。

　

こ
の
講
習
は
、
訪
日

外
国
人
旅
行
者
（
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
）
を
受
け
入

れ
る
上
で
の
注
意
点
な

　

理
容
師
法
は
、
昭
和
22
年
制

定
、
昭
和
23
年
１
月
１
日
に
施

行
さ
れ
た
理
容
業
の
根
幹
を
成

す
法
律
で
あ
り
、
理
容
業
が
国

家
資
格
で
あ
る
こ
と
を
規
定
し
、

そ
の
職
務
を
保
障
し
て
い
る
。

　

昨
年
は
理
容
師
法
制
定
70
周

年
の
記
念
の
年
と
な
っ
た
。

　

全
理
連
は
こ
れ
を
記
念
し
、

１
月
25
日
（
木
）、
東
京
・
ホ

テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
に
お
い

て
長
年
に
わ
た
り
理
容
業
界
の

発
展
に
貢
献
し
た
組
合
員
に
対

し
て
表
彰
を
行
っ
た
。

　

理
容
大
綬
賞
、
理
容
功
労
賞

や
高
齢
現
役
理
容
師
（
80
才
以

上
）
な
ど
全
国
で
４
０
０
０
名

以
上
が
表
彰
を
受
け
た
。

　

群
馬
県
組
合
で
は
、
高
齢
現

役
表
彰
が
74
名
、
標
準
表
彰
２

名
が
受
賞
し
た
。

高
齢
現
役
理
容
師
表
彰

　

前
橋
支
部　
　
　
　
　

17
名

　

桐
生
支
部　
　
　
　
　

14
名

　

高
崎
支
部　
　
　
　
　

８
名

　

伊
勢
崎
支
部　
　
　
　

８
名

　

邑
楽
支
部　
　
　
　
　

４
名

　

太
田
支
部　
　
　
　
　

４
名

　

渋
川
支
部　
　
　
　
　

４
名

　

利
根
沼
田
支
部　
　
　

８
名

環
境
に
置
か
れ
て
い

る
。
こ
の
事
業
を
通
し

て
、
少
し
で
も
明
る
い

方
向
へ
招
く
た
め
の
講

習
会
で
あ
る
。

　

こ
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

事
業
に
全
理
連
は
、「
国

の
補
助
金
事
業
」
と
し

て
、
全
国
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　

外
国
人
客
に
拒
絶
反

応
を
示
す
の
で
は
な

く
、
積
極
的
に
受
け
入

れ
、
そ
れ
が
営
業
に
繋

が
る
。

　

講
習
途
中
の
コ
ー

ヒ
ー
タ
イ
ム
は
い
い
企

画
で
し
た
。

　

午
後
３
時
に
、
講
習

会
は
終
了
し
た
。

　
「
即
、
実
践
を
！
」

（
広
報　

西
山　

継
典
）

理
容
師
法
制
定
70
周
年
記
念
表
彰

第
60
回
群
馬
県
生
活
衛
生
業
者
大
会

〜
理
容
組
合
か
ら
12
名
表
彰
〜

即実践！ インバウンド対応講習会

◀
４
月
16
日
（
月
）

第
65
回
群
馬
県
理
容
競
技
大
会

写
真
展

◀
５
月
21
日
（
月
）

県
理
容
組
合
総
代
会
・
総
会

◀
６
月
11
日
（
月
）

担
当
者
会
議　
経
理
部
・
事
業
部

　
　
　
　
　
　
文
化
広
報
部

◀
６
月
25
日
（
月
）

担
当
者
会
議　
総
務
部
・
組
織
部

県
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

◀
７
月
９
日
（
月
）

担
当
者
会
議　
教
育
部
・
共
済
部

◀
７
月
10
日
（
火
）

第
62
回
関
東
甲
信
越
理
容
競
技

大
会
（
栃
木
県
開
催
）

◀
７
月
16
日
（
月
）

関
信
越
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会（
長
野
）

　

甘
楽
支
部　
　
　
　
　

３
名

　

多
野
支
部　
　
　
　
　

２
名

　

碓
氷
支
部　
　
　
　
　

２
名

こ
れ
は
、
受
付
か
ら
メ
ニ
ュ
ー

選
択
や
精
算
ま
で
の
一
般
的
な

流
れ
を
行
う
上
で
、
必
要
な
質

問
事
項
を
ま
と
め
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ー
ト
。

　
「
Ｙ
Ｅ
Ｓ
」「
Ｎ
Ｏ
」な
ど
、外
国

人
の
お
客
様
が
指
で
指
し
て
回

答
で
き
る
シ
ー
ト
で
、
見
せ
れ

ば
最
低
限
の
対
応
が
で
き
る
。

　

今
、
我
々
の
業
界
は
厳
し
い

梅松氏、今泉理事長、小林氏、神林氏

太田貞寿氏

磯部芳男氏

標
準
表
彰

　

太
田　

貞
寿
氏（
前
橋
支
部
）

　

磯
部　

芳
男
氏（
高
崎
支
部
）

山崎講師と熱心な受講者

県組合
講習会
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「
白
髪
ぼ
か
し
」・「
白
髪
シ
ャ
ド
ウ
」の

特
技
を
学
び
売
上
げ
ア
ッ
プ
！

「
白
髪
ぼ
か
し
」・「
白
髪
シ
ャ
ド
ウ
」の

特
技
を
学
び
売
上
げ
ア
ッ
プ
！

　

伊
勢
崎
支
部
は
希
望
店
に
限

り
伊
勢
崎
市
が
実
施
す
る
「
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
い
る
お

店
」
の
登
録
制
度
の
参
加
を
始

め
た
。
登
録
制
度
は
県
内
自
治

体
初
の
試
み
で
金
融
機
関
や
商

店
、
食
品
ス
ー
パ
ー
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
薬
局
、
飲

食
店
、
警
察
な
ど
を
想
定
。
組

織
と
し
て
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

講
座
を
受
け
登
録
申
請
制
度
に

参
加
す
る
の
は
「
伊
勢
崎
理
容

師
会
」
が
第
１
号
と
な
っ
た
。

　

登
録
の
条
件
は
店
な
ど
窓
口

の
１
割
以
上
が
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
で
あ
る
こ
と
。
市
は
登
録

を
希
望
す
る
店
か
ら
申
請
を
受

け
付
け
、
条
件
を
満
た
し
て
い

れ
ば
店
舗
掲
示
用
の
表
示
板

（
写
真
）
を
交
付
し
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
。
現
在

伊
勢
崎
支
部
で
は
57
店
舗
が
登

録
を
済
ま
せ
て
い
る
。

　

認
知
症
に
な
る
と
本
人
や
家

族
が
周
囲
の
視
線
や
店
へ
の
影

響
を
気
に
し
て
閉
じ
こ
も
り
が

ち
に
な
り
、
生
活
の
質
が
低
下

し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
養
成

講
座
を
通
じ
、
認
知
症
を
引
き

起
こ
す
病
気
や
症
状
、
接
す
る

際
の
心
構
え
を
学
ん
で
い
る
た

め
適
切
な
対
応
が
出
来
る
。
伊

勢
崎
支
部
で
は
昨
年
11
月
に
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を

実
施
し
て
い
る
。

　

登
録
制
度
を
実
施
す
る
伊
勢

崎
市
の
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
・

下
城
通
彰
所
長
は
「
認
知
症
に

な
っ
て
も
今
ま
で
通
り
の
社
会

生
活
が
で
き
る
地
域
作
り
を
目

指
し
た
い
」
と
話
す
。

　

認
知
症
の
人
が
人
目
を
気
に

せ
ず
、
長
年
行
き
慣
れ
親
し
ん

だ
店
に
通
い
続
け
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
な
に
よ
り
。

　

伊
勢
崎
支
部
で
は
昨
年
９
月

よ
り
高
齢
者
施
設
を
対
象
に

「
送
迎
理
容
サ
ー
ビ
ス
」を
始
め

利
用
者
か
ら
喜
ば
れ
て
い
る
。

　

組
合
店
の
中
で
こ
の
よ
う
な

整
備
が
充
実
す
れ
ば
今
後
益
々

　

宮
脇
宏
典
全
理
連
中
央
講
師

を
迎
え
ア
イ
ロ
ン
技
術
の
セ
ミ

ナ
ー
を
１
月
29
日
（
月
）
伊
勢

崎
市
文
化
会
館
で
開
催
し
た
。

　

宮
脇
講
師
は
千
葉
県
で
開
業

し
て
お
り
、
同
じ
講
師
仲
間
の

４
人
で
い
つ
も
ケ
ミ
カ
ル
を
中

心
に
談
議
し
て
い
る
。
そ
の
４

人
で
の
講
習
会
も
人
気
で
＂
お

た
く
セ
ミ
ナ
ー
＂
と
し
て
活
動

し
て
い
る
。

　

今
回
は
メ
ン
ズ
・
レ
デ
ィ
ス

の
２
人
の
モ
デ
ル
を
使
い
ア
イ

ロ
ン
パ
ー
マ
と
ア
イ
ロ
ン
を

使
っ
た
髪
の
ク
セ
が
無
く
な
る

ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
講
習
。
メ
ン

ズ
で
は
ス
ピ
エ
ラ
と
Ｇ
Ｍ
Ｔ
の

２
種
類
の
１
剤
を
混
合
し
て
塗

付
、
毛
髪
の
傷
み
を
考
え
混
合

の
割
合
を
変
え
て
い
る
と
ア
ド

サ
ロ
ン
ワ
ー
ク
セ
ミ
ナ
ー

ア
イ
ロ
ン
パ
ー
マ
・
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト

伊
勢
崎
支
部
講
習
会

ちゃんと応える医療保険（EVER）５日未満の入院給付金を
一律５日分支給。入院前後の通院給付や日帰り手術も保障します。

募集代理店
株式会社　安藤ライフサービス
〒370-2111 高崎市吉井町小串125
　  0120-30-5160

県内全域　　  0120-30-5160　　ご説明にお伺い致します。
　　　　　☎ 027-288-2938　　お気軽にお電話下さい。

バ
イ
ス
し
て
く
れ
た
。

　

施
術
で
は
両
熱
の
平
ア
イ

ロ
ン
で
し
っ
か
り
根
起
こ
し
、

リ
ッ
ジ
を
残
し
た
い
鉢
上
部
は

８
ミ
リ
の
５
角
ア
イ
ロ
ン
で
毛

先
半
分
か
ら
カ
ー
ル
を
丁
寧
に

つ
け
仕
上
が
り
は
ふ
ん
わ
り
し

て
傷
み
も
無
く
し
っ
か
り
か

か
っ
て
い
た
。

　

レ
デ
ィ
ス
で
は
ト
リ
ー
ト
メ

ン
ト
剤
を
塗
布
・
流
し
て
ス
ト

レ
ー
ト
ア
イ
ロ
ン
で
テ
ン
シ
ョ

ン
を
か
け
、
熱
を
均
等
に
髪
全

体
に
与
え
て
い
た
。
完
成
は
サ

ラ
サ
ラ
の
ツ
ヤ
ツ
ヤ
で
テ
レ
ビ

の
Ｃ
Ｍ
の
よ
う
な
抜
群
の
仕
上

が
り
と
な
っ
た
。

　
（
広
報　

髙
橋　

信
博
）

加
速
す
る
高
齢
化
社
会
へ
の
貢

献
に
繋
が
っ
て
行
く
と
考
え
て

い
る
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は

　

認
知
症
の
正
し
い
知
識
と
理

解
を
持
ち
、
各
地
域
の
認
知
症

の
人
や
家
族
を
可
能
な
範
囲
で

手
助
け
す
る
。
約
90
分
の
養
成

講
座
を
受
け
た
人
が
対
象
で

目
印
の
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
を

贈
っ
て
い
る
。
厚
生
労
働
省
が

２
０
０
５
年
か
ら
推
進
し
、
全

国
に
９
３
９
万
６
千
人
、
本
県

に
11
万
６
千
人
い
る
。

月
・
日

項　
　
　

目

月
・
日

項　
　
　

目

Ｈ
29
・
４
・
1724

５
・
８〃1529

６
・
26〃

７
・
３〃〃〃〃1218〃24〃252631

８
・
731

９
・
71113182527

10
・
２

第
64
回
群
馬
県
理
容
競
技
大
会

12
支
部
総
会

第
１
回
理
事
会

監
査
会

第
１
回
常
務
理
事
会

第
60
期
通
常
総
代
会

（
全
）
第
３
回
理
事
会

（
青
女
）
県
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

共
済
担
当
者
会
議

﹁
み
や
ま
﹂
１
８
６
号
編
集
①

教
育
担
当
者
会
議

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議

指
導
セ
ン
タ
ー﹁
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
会
﹂

教
育
部﹁
儲
か
る
レ
デ
ィ
ス
ヘ
ア
﹂セ
ミ
ナ
ー
①

第
61
回
関
東
甲
信
越
理
容
競
技
大
会

（
青
女
）髪
っ
ぴ
ー
大
賞
授
賞
式

組
合
講
習
会
①

﹁
み
や
ま
﹂
１
８
６
号
編
集
②

特
別
経
営
相
談
員
研
修
会

教
育
部﹁
儲
か
る
レ
デ
ィ
ス
ヘ
ア
﹂セ
ミ
ナ
ー
②

第
３
回
理
事
会

﹁
み
や
ま
﹂１
８
６
号
校
正

﹁
み
や
ま
﹂１
８
６
号
発
行

関
東
甲
信
越
協
議
会﹁
組
合
講
師
認
承
講
習
﹂

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日

教
育
部﹁
儲
か
る
レ
デ
ィ
ス
ヘ
ア
﹂セ
ミ
ナ
ー
③

（
青
女
）関
信
越
青
年
部
女
性
部
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会

第
４
回
理
事
会

教
育
部﹁
儲
か
る
レ
デ
ィ
ス
ヘ
ア
﹂セ
ミ
ナ
ー
④

西
毛
地
区
巡
回
講
習
会

10
・
９1116182330

11
・
71320〃27〃

12
・
45〃11

Ｈ
30
・
１
・
１

１
・
15〃2329

２
・
519〃〃

３
・
912〃2631

理
容
学
校
イ
ベ
ン
ト﹁
理
容
業
体
験
課
外
授
業
﹂﹁
模
擬
店
﹂

教
育
部﹁
儲
か
る
レ
デ
ィ
ス
ヘ
ア
﹂セ
ミ
ナ
ー
⑤

第
69
回
全
国
理
容
競
技
大
会

教
育
部﹁
必
ず
儲
か
る
夜
間
セ
ミ
ナ
ー
﹂⑥

教
育
部
﹁
ス
ペ
シ
ャ
ル
セ
ミ
ナ
ー
﹂

東
毛
地
区
巡
回
講
習
会

﹁
み
や
ま
﹂
１
８
７
号
編
集
①

北
毛
地
区
巡
回
講
習
会

（
青
女
）
女
性
理
容
師
の
日

﹁
み
や
ま
﹂
１
８
７
号
編
集
②

第
５
回
理
事
会

中
間
監
査
会

美
容
組
合﹁
接
客
・
お
も
て
な
し
セ
ミ
ナ
ー
﹂

﹁
み
や
ま
﹂
１
８
７
号
校
正

﹁
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
講
習
﹂

第
２
回
常
務
理
事
会

﹁
み
や
ま
﹂
１
８
７
号
発
行

第
６
回
理
事
会

平
成
30
年
新
春
祝
賀
会

生
衛
業
者
大
会

﹁
み
や
ま
﹂
１
８
８
号
編
集
①

組
合
講
習
会
②

（
青
女
）関
信
越
青
年
部
女
性
部
連
絡
会
議

﹁
み
や
ま
﹂１
８
８
号
編
集
②

県
講
師
認
定
会
議（
実
技
・
面
接
）

指
導
セ
ン
タ
ー
理
事
会

第
３
回
常
務
理
事
会

﹁
み
や
ま
﹂１
８
８
号
校
正

第
７
回
理
事
会

﹁
み
や
ま
﹂１
８
８
号
発
行

組
合
経
過
報
告

平
成
29
年
度

「認知症サポーターのいる
お店に登録制度の参加」
高齢化社会への貢献

伊勢崎支部

　

平
成
29
年
12
月
４
日
（
月
）

介
護
者
向
け
の
シ
ャ
ン
プ
ー
を

手
ほ
ど
き
に
興
陽
高
校
福
祉
系

列
へ
訪
問
し
た
。
椅
子
に
座
っ

て
の
ス
タ
ン
ド
シ
ャ
ン
プ
ー
、

寝
た
き
り
の
方
へ
、
ベ
ッ
ド
上

で
シ
ャ
ン
プ
ー
を
行
っ
た
。

　

生
徒
さ
ん
た
ち
は
す
で
に
介

護
施
設
へ
出
向
き
介
護
者
へ
の

シ
ャ
ン
プ
ー
は
体
験
し
て
い
た

が
今
回
の
細
か
い
指
導
で
「
意

味
が
わ
か
っ
た
」「
そ
う
い
う

こ
と
か
」
と
経
験
し
て
い
る
か

ら
こ
そ
の
声
が
聞
こ
え
て
い

た
。

　

最
後
に
生
徒
さ
ん
か
ら
立
派

な
謝
辞
を
い
た
だ
き
終
了
し

た
。

　

９
月
に
は
生
徒
さ
ん
が
講
師

で
我
々
が
生
徒
の
立
場
で
介
護

者
さ
ん
へ
の
心
得
や
正
し
い
移

乗
を
教
わ
っ
た
り
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
良
い
関
係
で
興
陽
高
校

と
の
福
祉
連
携
を
続
け
て
い
き

た
い
。（
広
報　

髙
橋　

信
博
） 　

平
成
29
年
11
月
９
日
（
木
）

碓
氷
支
部
夜
間
講
習
を
信
澤
健

生
全
理
連
中
央
講
師
を
招
き
白

髪
ぼ
か
し
の
講
習
を
し
た
。

　

白
髪
ぼ
か
し
が
理
容
業
界
に

入
っ
て
き
て
20
年
余
り
、
今
ま

で
は
多
く
の
サ
ロ
ン
で
導
入
さ

れ
て
い
る
と
思
う
が
使
い
方
も

独
自
の
や
り
方
に
な
っ
て
き
て

い
る
。
講
師
か
ら
白
髪
ぼ
か
し

の
特
徴
や
時
間
計
算
、
薬
剤
の

分
量
を
計
る
こ
と
の
大
切
さ
を

聞
き
、
さ
ら
に
新
メ
ニ
ュ
ー
の

白
髪
シ
ャ
ド
ウ
の
特
徴
や
導
入

の
仕
方
な
ど
に
組
合
員
は
熱
心

に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

　
（
教
育　

長
滝　

健
一
）

宮脇講師

介護技術講習会
　伊勢崎興陽高校
～寝たまま洗髪

座ったまま洗髪～

碓
氷
支
部
夜
間
講
習

　

訂
正
と
お
詫
び

み
や
ま
第
１
８
７
号
の
記
事

に
て
、「
祝
報
」
の
内
容
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
理
容

の
会
が
理
容
友
の
会
「
あ
め

ん
棒
ク
ラ
ブ
」
で
し
た
。
関

係
各
位
に
改
め
て
心
よ
り
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

（
委
員
長　

西
山　

継
典
）

ソフトタイプ  新合成洗剤（無リン）

伊勢崎支部

レディスのストレートアイロン
技術に興味津々！

新メニュー白髪シャドウ
アドバイスを熱心に�

シャンプーの技術を学ぶ生徒
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ジ
ン
「
き
ぼ
う
」
日
本
実
験
棟

の
実
物
大
モ
デ
ル
な
ど
を
間
近

で
見
学
し
た
。
50
ｍ
も
あ
る
本

物
の
Ｈ
︲
Ⅱ
ロ
ケ
ッ
ト
を
前
に

記
念
写
真
を
撮
っ
た
。

　

昼
食
は
那
珂
湊
お
さ
か
な
市

場
、
ヤ
マ
サ
水
産
の
海
鮮
丼
で

舌
鼓
！
海
産
物
の
お
土
産
を
沢

山
買
い
、
茨
城
県
指
定
文
化
財

の
大
洗
磯
前
神
社
で
お
参
り
を

し
た
。
す
ぐ
近
く
に
あ
る
「
め

ん
た
い
パ
ー
ク
大
洗
」
で
も
工

場
見
学
。
人
気
の
試
食
コ
ー

ナ
ー
で
は
色
々
な
も
の
に
明
太

　

２
月
12
日（
月
）、高
崎
支
部
・

旅
の
会
は
19
回
目
の
旅
行
会
を

開
催
し
た
。

　

東
京
タ
ワ
ー
と
増
上
寺
・
神

田
明
神
へ
「
初
詣
」
を
兼
ね
た

旅
行
会
と
な
っ
た
。

　

増
上
寺
は
徳
川
家
の
菩
提
寺

で
あ
り
、
歴
代
将
軍
６
人
が
葬

ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
は
厄
除
け

を
祈
願
す
る
人
が
多
い
。

新
勝
寺
初
詣
と

那
珂
湊

高
崎
支
部
・
旅
の
会

　

増
上
寺
・
大
殿
の
向
こ
う
に

は
東
京
タ
ワ
ー
が
見
え
、
そ
れ

子
を
併
せ
た
商
品
が
あ
り
、
お

土
産
が
増
え
た
。
今
回
も
良
い

旅
行
が
で
き
た
。

（
広
報　

坂
田　

信
宏
）

　

平
成
29
年
11
月
６
日
（
月
）

茨
城
方
面
へ
太
田
支
部
旅
行
を

行
っ
た
。
総
勢
34
名
が
参
加
。

　

今
回
の
目
的
は
筑
波
宇
宙
セ

ン
タ
ー
と
海
産
物
。
バ
ス
は
10

時
前
に
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
に
着
き
、
東

京
ド
ー
ム
12
個
分
の
敷
地
に
実

験
棟
や
実
際
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
と
交
信

し
て
い
る
運
用
管
制
室
な
ど
を

回
る
見
学
ツ
ア
ー
に
参
加
し

た
。

　

敷
地
内
に
あ
る
展
示
場
「
ス

ペ
ー
ス
ド
ー
ム
」
で
は
、
人
工

衛
星
や
本
物
の
ロ
ケ
ッ
ト
エ
ン

　

あ
ま
り
い
い
意
味
で
は
使

わ
な
い
言
葉
で
す
。
田
中
角

栄
元
総
理
大
臣
の
言
葉
「
政

治
は
数
で
あ
り
、
数
は
力
、

力
は
金
だ
」
に
由
来
す
る
そ

う
で
す
。
組
合
員
で
あ
る
こ

と
の
メ
リ
ッ
ト
を
考
え
る

時
、
私
は
一
番
に
こ
の
言
葉

が
頭
に
浮
か
び
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
非
組
合
員
が
組

合
に
入
ら
な
い
理
由
は
何
で

し
ょ
う
？
定
休
日
や
営
業
時

間
に
縛
ら
れ
る
、
料
金
を
自

様
」
と
、
消
費
者
本
位
を
優

先
す
る
あ
ま
り
、
過
度
な
自

由
競
争
が
招
い
た
過
労
死
や

安
売
り
競
争
、
ひ
い
て
は
足

の
引
っ
張
り
合
い
。
こ
れ
ら

は
消
費
が
低
迷
し
て
い
く
中

で
、
様
々
な
業
態
で
表
面
化

し
た
現
象
で
す
。

　

月
に
一
度
の
日
曜
休
み
に

子
ど
も
た
ち
と
出
か
け
、
家

族
揃
っ
て
夕
食
を
囲
む
こ

と
。
組
合
役
員
と
し
て
仲
間

を
作
り
、
他
地
域
の
皆
さ
ん

と
交
流
を
深
め
る
こ
と
。
祭

り
や
育
成
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど

地
域
と
関
わ
り
、
営
業
だ
け

で
な
く
人
と
し
て
成
長
さ
せ

て
く
れ
た
の
も
組
合
が
あ
っ

て
の
こ
と
で
す
。

　

ま
た
近
年
で
は
組
合
と
し

て
市
内
の
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
な
ど
と
契
約
し
て
出
張

理
容
を
行
い
、
行
政
と
連
携

し
た
高
齢
者
や
障
害
者
向
け

の
訪
問
理
容
サ
ー
ビ
ス
も
行

っ
て
お
り
、
こ
れ
も
組
合
員

限
定
の
事
業
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
組
合
員
で
あ

る
メ
リ
ッ
ト
は
、
時
代
や
社

会
状
況
に
よ
っ
て
変
化
し
て

い
き
ま
す
。
現
状
で
は
人
口

減
少
や
後
継
者
不
足
と
い
っ

た
危
機
感
満
載
の
組
合
運
営

で
す
が
、「
数
の
論
理
」
を

肯
定
的
に
と
ら
え
、
先
輩
方

か
ら
引
き
継
い
だ
宝
物
を

「
組
合
員
で
よ
か
っ
た
」
と
、

心
底
思
え
る
よ
う
な
組
合
と

し
て
子
ど
も
た
ち
に
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
し
て
い
き
ま
す
。

由
に
決
め
ら
れ

な
い
、
役
員
な

ど
の
負
担
が
大

き
い
、
な
ど
で

し
ょ
う
か
。
私

は
組
合
の
先
輩

方
が
知
恵
を
絞

り
、
苦
労
し
て

勝
ち
取
っ
て
き

た
定
休
日
や
営

業
時
間
な
ど
の

ル
ー
ル
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。

「
お
客
様
は
神

　

平
成
29
年
12
月
４
日
（
月
）

城
山
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
に
て

参
加
18
人
で
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を

行
っ
た
。
当
日
は
絶
好
の
ゴ
ル

フ
日
和
で
、
持
ち
ハ
ン
デ
に
て

争
っ
た
。

【
成
績
】
Ｎ
Ｅ
Ｔ
（
敬
称
略
）

優　

勝　
　

今
泉
慎
之
介　

79

２　

位　
　

今
泉　
　

勇　

81

３　

位　
　

今
泉　

森
夫　

82

ベ
ス
グ
ロ　

今
泉
慎
之
介　

86今泉家で 1、2、3

混
ん
で
い
た
。

　

昨
年
の
12
月
に
完
成
し
た
東

京
駅
丸
の
内
駅
前
広
場
を
車
窓

か
ら
眺
め
な
が
ら
バ
ス
は
神
田

明
神
へ
。
こ
こ
は
、
縁
結
び
・

商
売
繁
盛
・
厄
除
け
の
神
様
で

あ
り
、「
江
戸
総
鎮
守
」
と
し

て
江
戸
の
将
軍
か
ら
庶
民
ま
で

を
守
護
し
て
い
た
。
こ
こ
で
、

商
売
繁
盛
を
祈
願
す
る
の
だ

が
、
参
拝
者
が
多
く
、
行
列
が

長
く
続
く
。

　

参
加
し
て
い
た
だ
い
た
、
皆

さ
ま
に
は
、感
謝
い
た
し
ま
す
。

（
広
報　

新
井　

康
浩
）

太
田
支
部
旅
行

気
分
は
宇
宙
へ
？

H－Ⅱロケットの前で記念撮影

　機関紙『みやま』では「組合員で
良かった」（不定期）を掲載してま
いります。
　組合員で本当に良かったと思って
いただける《生の声》を紙面にてお届けしま
す。
　第６回は碓氷支部の佐藤さんからの寄稿で
す。
　広報部ではぜひ皆さまからの《生の声》
（四百字以内程度）をお待ちしております。
お問い合わせ、投稿は広報部員または県事務
局まで。

組合員で良かった
数
の
論
理　
碓
氷
支
部　

佐
藤 

貴
雄

第
129
回
太
田
支
部

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

（
広
報　

安
井　

正
人
）

を
背
景
に
記
念

写
真
。

　

築
地
場
外
市

場
に
移
動
し
昼

食
と
買
物
。
平

日
で
も
混
雑
し

て
い
る
が
、
こ

の
日
は
祭
日
な

の
で
、
さ
ら
に

もれなく御利益にあずかります

支部名 実施日時 講　　習　　会　　の　　内　　容受講者数

前　橋
12月4日㈪

10時～11時 テーマ わが肺はCOPD

167名 講師 前橋保健センター　田部井雅美

桐　生

 11月13日㈪
10時～11時30分 テーマ 出張理容と衛生管理について　

水道水の水質の話

120名 講師 桐生保健所衛生係　主任　坂本茉莉子
桐生市水道局水質センター　所長　矢澤秀行

高　崎
11月6日㈪

10時～11時 テーマ 理容室、実施中の消毒　感染症対策の一環

65名 講師 高崎市保健所　主任獣医師　須藤真登

伊勢崎

11月13日㈪
９時～12時 テーマ 感染症予防法

認知症サポーター養成講座

97名 講師 伊勢崎保健福祉事務所　主幹専門委員　石村典元、主幹専門医　小浦方久美子
伊勢崎市役所地域包括支援センター　所長　下城道彰、茂木陽子・世ノ一加代子

邑　楽
11月13日㈪

10時～11時30分 テーマ 新しい消毒方法　感染症・インフルエンザ・HIV（エイズ）
ヒアリについて

75名 講師 館林保健福祉事務所　保健係主幹専門員　正田良博、技師　矢嶋修平

太　田

11月13日㈪
10時～12時 テーマ 感染症及び保健所への届出事項　出張理容等

振り込みサギ

82名 講師 太田保健福祉事務所　危機管理専門官　田村直子　技師　飯島浩之
太田警察署　生活安全課　巡査長　海老澤信吾

渋　川

11月27日㈪
10時～12時 テーマ 正しい消毒法（Ｏ-157）

52名 講師 渋川保健福祉事務所　原　優加
県生衛環境研究所感染制御センター　塩野雅孝

利　根
沼　田

10月30日㈪
13時～14時 テーマ レジオネラ菌、Ｏ-157菌の症状と対策について

58名 講師 利根沼田保健福祉事務所　保健課衛生係技師　福田茂彬

甘　楽

11月27日㈪
15時～16時30分 テーマ 理容所における衛生管理　理容所における手洗いについて（実施）

出張理容について

49名 講師 富岡保健福祉事務所　技師長（衛生係長）　中島憲治
　　　〃　　　保健係主幹（総括）　白石直美・岡田侑樹

多　野
10月23日㈪

10時～11時50分 テーマ 理容所における「衛生管理・消毒法」
「ヒアリ」に関する話　「マダニ感染症」について

32名 講師 藤岡保健福祉事務所　衛生係主任　武笠恵美子

吾　妻
10月30日㈪
10時～11時 テーマ 理容所における「衛生管理・消毒法」について

アタマジラミについて
31名 講師 吾妻保健福祉事務所　保健課衛生係　森尾　誠

碓　氷
11月13日㈪

10時～11時30分 テーマ 理容所における衛生管理について
結核について

29名 講師 安中保健福祉事務所　衛生係主事　櫻井敏子、保健係技師　浦谷尚史

平成29年度「全国衛生順守運動」
衛生消毒講習会実施報告書 増上寺

と

神田明神
初詣の旅

吉　田　商　店
吉　田　　　正
伊 勢 崎 市 境 栄 8 9 3

☎0270（74）0516　FAX0270（74）0516

オリオン商事株式会社
高　橋　守　平

高 崎 市 飯 塚 町 1 0 5 8
☎027（363）0567　FAX027（363）1518

群馬理器株式会社
武　井　俊　夫

前 橋 市 上 長 磯 町 1 7 9
☎027（261）6660　FAX027（261）6578

株式会社　タムラ
田　村　房　男
前 橋 市 六 供 町 6 6 9

☎027（243）6555　FAX027（223）2746

有限会社　武井商店
武　井　道　夫

高 崎 市 並 榎 町 6 9 － 9
☎027（364）4771　FAX027（364）4772

群馬県理器商組合



み　　　　　や　　　　　ま 2018年（平成30年）３月31日（ 4 ）第188号

　

１
月
22
日

（
月
）、
今
年

初
め
て
の
雪

で
午
後
か
ら

一
気
に
積

雪
。
６
時
に

は
、
一
面
銀

世
界
。
そ
の

よ
う
な
中
、

　

県
広
報
部
長
を
拝
命
し
任
期

の
３
年
が
経
と
う
と
し
て
い

る
。
就
任
時
挨
拶
で
は
「
広
報

の
視
線
か
ら
後
継
者
育
成
と
組

合
員
の
減
少
問
題
に
傾
注
し
た

い
」
と
述
べ
た
。
９
回
に
及
ぶ

﹃
み
や
ま
﹄
の
発
行
で
組
合
を

メ
リ
ッ
ト
の
視
点
で
捉
え
誌
面

作
り
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
編

集
委
員
、
支
部
広
報
部
長
、
読

者
、
事
務
局
他
多
く
の
関
係
者

協
力
の
下
、
理
容
組
合
の
基
本

理
念
と
も
い
え
る
相
互
扶
助
と

し
て
の
役
割
は
果
た
せ
た
と
思

う
。﹃
み
や
ま
﹄
も
２
０
０
号

発
刊
が
近
づ
き
つ
つ
あ
る
。
記

念
す
べ
き
節
目
に
は
ど
ん
な
特

集
が
組
ま
れ
る
か
今
か
ら
楽
し

み
だ
。

（
広
報
部
長　

綿
貫　

晴
通
）

ん
は
お
別
れ
い
た
し
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

（
高
崎　

新
井　

康
浩
）

●
機
関
紙
「
み
や
ま
」
の
発
行

に
携
わ
れ
充
実
し
た
３
年
を
送

る
事
が
で
き
ま
し
た
。
綿
貫
部

長
を
初
め
岩
崎
副
部
長
、
編
集

委
員
の
皆
さ
ま
に
は
感
謝
の
気

持
ち
で
一
杯
で
す
。
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
碓
氷　

茂
木　

克
好
）

●
文
章
能
力
の
な
い
私
で
す
が

み
や
ま
県
広
報
部
の
チ
ー
ム
に

支
え
ら
れ
、
と
て
も
良
い
体
験

が
で
き
ま
し
た
。
県
組
合
に
微

力
な
が
ら
太
田
支
部
と
し
て
協

力
で
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。

（
太
田　

坂
田　

信
宏
）

●
編
集
長
と
し
て
３
年
編
集
委

員
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
な
が
ら

役
目
を
果
た
し
、
部
長
並
び
に

副
部
長
そ
し
て
原
稿
を
投
稿
し

　

謹
ん
で
、
お
悔
や
み
申
し
あ

げ
ま
す
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

小
田
部
澄
子　

前
橋

小
澤　

恵
子　

桐
生

佐
藤　
　

治　

碓
氷

長
澤　

好
信　

桐
生　

組
合
員

築
比
地
晴
一　

邑
楽　

組
合
員

新
井　

正
雄　

甘
楽　

組
合
員

　

新
井
正
雄
氏
は
、
県
広
報
副

部
長
就
任
後
、
副
理
事
長
を
含

め
４
期
に
渡
り
理
事
と
し
て
ご

活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

互
助
会
員
訃
報

　

１
月
19
日
（
月
）
テ
ィ
ア
ラ

グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
に
て
太
田
支

部
新
年
会
を
開
催
し
た
。
来
賓

と
し
て
清
水
聖
義
太
田
市
長
、

衆
議
院
議
員
笹
川
博
義
氏
代
理

江
原
信
夫
氏
、
県
議
会
議
員
・

山
崎
俊
之
氏
、
穂
積
昌
信
氏
、

薬
丸
潔
氏
、
太
田
商
工
会
議
所

副
会
頭
の
鯨
井
博
氏
、
太
田
社

会
福
祉
協
議
会
の
浅
香
重
信

氏
、
太
田
保
健
福
祉
事
務
所
の

高
橋
奈
緒
美
氏
を
招
き
総
勢
48

人
で
盛
大
に
開
催
し
た
。

　

今
泉
森
夫
理
事
長
の
挨
拶
に

続
き
、
関
係
各
位
に
よ
り
祝
辞

を
い
た
だ
き
、
江
森
義
一
相
談

役
の
乾
杯
発
声
に
よ
り
開
宴
と

な
っ
た
。
宴
会
で
は
普
段
、
保

健
福
祉
事
務
所
の
方
と
話
す
機

会
も
無
い
の
で
、
名
義
変
更
や

出
張
理
容
の
話
な
ど
で
き
、
良

い
機
会
に
な
っ
た
。
旧
役
員
や

地
区
部
長
な
ど
気
心
の
知
れ
た

仲
間
。
近
況
報
告
や
仕
事
の
話

な
ど
盛
り
上
が
り
、
２
時
間
が

あ
っ
と
い
う
間
だ
っ
た
。

　
（
広
報　

坂
田　

信
宏
）

報
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を

通
じ
て
み
な
さ
ん
と
の
交
流
が

深
め
る
こ
と
が
で
き
有
意
義
な

３
年
間
で
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

（
甘
楽　

高
橋　

義
孝
）

●
広
報
担
当
も
、
じ
き
に
任
期

が
切
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。　
（
邑
楽　

横
塚　

千
明
）

●
吾
妻
支
部
広
報
を
受
け
て
６

年
。
皆
様
の
元
へ
配
る
機
関
紙

が
少
々
大
変
で
、
ま
た
地
元
の

情
報
を
み
や
ま
に
の
せ
る
の
も

少
し
サ
ボ
リ
気
味
、
反
省
し
て

お
り
ま
す
。

（
吾
妻　

梅
松　

應
人
）

●
渋
川
支
部
広
報
部
長
と
し
て

組
合
の
色
々
な
行
事
活
動
に
た

ず
さ
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
組
合
員
と
仲
間
の
大
切
さ

が
本
当
に
わ
か
り
ま
し
た
。
３

年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。　
（
渋
川　

仲
澤　

克
行
）

●
編
集
員
に
携
り
早
や
３
年
。

広
報
部
長
、
副
部
長
を
は
じ
め

編
集
長
、
部
員
の
皆
様
に
大
変

お
世
話
に
な
り
、
実
に
な
る
時

間
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

（
伊
勢
崎　

髙
橋　

信
博
）

●
編
集
委
員
の
一
言
。
三
年
間

の
想
い
を
こ
め
て
、「
い
や
～

こ
の
三
年
間
は
本
当
に
大
変
で

し
た
」
な
の
で
す
が
、「
楽
し

か
っ
た
」
お
し
ま
い
。

（
多
野　

堀
越　

義
憲
）

●
桐
生
支
部
の
広
報
に
な
り
、

み
や
ま
の
編
集
委
員
を
３
年
間

務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
部
長

は
じ
め
編
集
委
員
の
方
々
に
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

（
桐
生　

髙
橋　

克
実
）

●
編
集
部
の
皆
様
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
人
に
恵
ま

れ
た
楽
し
い
３
年
間
、
い
っ
た

前橋市小相木町1-6-6　TEL 027（255）5511　FAX 027（255）5522

その人のニーズに合わせた保険をご提案

株式会社インターアクトコンサルティング

編

集

後

記

編

集

後

記

共
済
部

一
、
団
体
生
命
小
型
加
入
奨
励
金
に
つ
い
て

事
業
部

一
、
事
業
部
取
り
扱
い
販
売
品
に
つ
い
て

文
化
広
報
部

一
、﹃
み
や
ま
﹄
１
８
７
号
の
掲
載
に
つ
い
て

第
５
回
理
事
会

　

平
成
29
年
11
月
27
日
（
月
）

　

理
容
専
門
学
校
３
階
会
議
室

報
告
事
項

一
、
各
表
彰
状
、
記
念
品
に
つ
い
て

二
、
全
理
連
「
各
部
門
概
要
報
告
」

三
、
東
日
本
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
報
告

四
、
指
導
セ
ン
タ
ー
「
自
民
党
政
調
懇
談
会
」

五
、「
学
園
イ
ベ
ン
ト
」
報
告

六
、
全
理
連
第
１
７
２
回
臨
時
総
会
・
評
議
委

　
　

員
会
報
告

七
、
全
理
連
「
第
５
回
理
事
会
報
告
」

八
、
第
36
回
理
容
国
家
試
験
結
果
報
告

協
議
事
項

総
務
部

一
、
理
容
師
法
制
定
70
周
年
記
念
表
彰
の
件

二
、
新
春
祝
賀
会
に
つ
い
て

三
、
来
年
度
日
程
に
つ
い
て

四
、
埼
玉
組
合
の
訪
問
理
容
・
美
容
規
制
を
行

　
　

う
に
あ
た
っ
て
の
要
望
に
つ
い
て

五
、
営
業
約
款
に
つ
い
て

六
、
理
容
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
報
告

組
織
部

一
、
11
月
20
日
「
女
性
理
容
師
の
日
」
の
報
告

第
４
回
理
事
会

　

平
成
29
年
９
月
25
日
（
月
）

　

理
容
専
門
学
校
３
階
会
議
室

報
告
事
項

一
、
関
信
越
常
任
委
員
会
報
告

二
、
全
理
連
理
事
会
報
告

三
、
関
信
越
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
報
告

協
議
事
項

総
務
部

一
、
表
彰
関
係
に
つ
い
て

二
、
生
活
衛
生
同
業
組
合
活
動
推
進
月
間

三
、
標
準
営
業
約
款
普
及
登
録
推
進
月
間
の
実

　
　

施
に
つ
い
て

四
、
理
容
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
報
告
書
に
つ
い
て

五
、「
送
迎
理
容
サ
ー
ビ
ス
」
に
つ
い
て
（
伊

　
　

勢
崎
支
部
）

組
織
部

一
、
11
月
20
日
「
女
性
理
容
師
の
日
」
の
件

二
、「
理
容
業
界
振
興
論
文
に
つ
い
て
」

経
理
部

一
、
８
月
末
経
理
状
況

二
、
団
体
生
命
推
進
費
・
加
入
奨
励
金
・
共
済

　
　

上
期
事
務
手
数
料
に
つ
い
て

教
育
部

一
、
巡
回
講
習
会
に
つ
い
て

二
、
県
講
師
募
集
締
切
の
件

三
、
教
育
部
特
別
セ
ミ
ナ
ー
チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱

　
　

い
状
況
に
つ
い
て

二
、
組
合
加
入
促
進
の
活
用
に
つ
い
て

経
理
部

一
、
９
月
未
収
支
状
況
に
つ
い
て

二
、
全
国
大
会
費
用
に
つ
い
て

教
育
部

一
、
全
国
大
会
報
告
て

二
、「
儲
か
る
セ
ミ
ナ
ー
」「
ス
ペ
シ
ャ
ル
セ
ミ

　
　

ナ
ー
」
収
支
報
告

三
、
県
講
師
認
定
会
議
に
つ
い
て

四
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
講
習
会
に
つ
い
て

五
、
関
東
甲
信
越
協
議
会
「
Ｂ
Ｂ
マ
イ
ス
タ
ー

　
　

シ
ェ
ー
ビ
ン
グ
講
習
（
日
本
剃
刀
）」
の

　
　

件

六
、
２
月
５
日
組
合
講
習
に
つ
い
て

七
、
任
期
満
了
に
伴
う
講
師
再
任
に
つ
い
て

八
、
県
大
会
に
つ
い
て

共
済
部

一
、
全
理
連
共
済
加
入
推
進
運
動
報
告

文
化
広
報
部

一
、﹃
み
や
ま
﹄
１
８
７
号
の
掲
載
に
つ
い
て

第
６
回
理
事
会

　

平
成
30
年
１
月
15
日
（
月
）

　

理
容
専
門
学
校
３
階
会
議
室

報
告
事
項

一
、
指
導
セ
ン
タ
ー
会
議
報
告

二
、
美
容
組
合「
接
客
お
も
て
な
し
セ
ミ
ナ
ー
」

　
　

報
告

三
、
全
理
連
協
議
会
長
会
報
告

四
、
関
信
越
協
議
会
主
催
「
Ｂ
Ｂ
マ
イ
ス
タ
ー

　
　

シ
ェ
ー
ビ
ン
グ
講
習
（
日
本
剃
刀
）」報
告

五
、
組
合
常
務
理
事
会
、
同
三
役
会
報
告

協
議
事
項

総
務
部

一
、
理
容
師
法
制
定
70
周
年
記
念
表
彰
に
つ
い

　
　

て

二
、
平
成
30
年
度
「
会
議
・
諸
事
業
日
程
」
に

　
　

つ
い
て

三
、
平
成
30
年
度
総
代
会
・
総
会
に
つ
い
て

四
、
生
衛
業
者
大
会
に
つ
い
て

五
、
標
準
営
業
約
款
に
つ
い
て

六
、「
福
祉
理
容
の
実
態
調
査
」
に
つ
い
て

七
、
支
部
に
お
け
る
本
部
役
員
に
つ
い
て

組
織
部

一
、
平
成
30
年
度
美
術
展
に
つ
い
て

経
理
部

一
、
理
事
・
監
事
任
期
終
了
慰
労
会
収
支
報
告

二
、
平
成
30
年
度
暫
定
予
算
（
４
・５
月
分
）

三
、
29
年
度
決
算
見
通
し
に
つ
い
て

教
育
部

一
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
講
習
報
告

二
、
２
月
５
日
組
合
講
習
会
に
つ
い
て

三
、「
任
期
満
了
に
伴
う
講
師
再
任
に
つ
い
て
」

四
、
県
大
会
に
つ
い
て

共
済
部

一
、
全
理
連
「
共
済
加
入
促
進
運
動
」
報
告

事
業
部

一
、
平
成
30
年
度
「
理
容
感
謝
祭
」
に
つ
い
て

文
化
広
報
部

一
、﹃
み
や
ま
﹄
１
８
８
号
の
詳
細
に
つ
い
て

二
、
２
０
１
８
「
ク
ー
ル
ビ
ズ
・
ヘ
ア
ス
タ
イ

　
　

ル
」
募
集
に
つ
い
て

理
事
会
報
告

て
い
た
だ
い
た
皆
様
に
、
心
よ

り
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

（
前
橋　

西
山　

継
典
）

●
３
年
間
、
副
広
報
部
長
と
し

て
編
集
に
た
ず
さ
わ
り
、
多
種

多
様
、
ユ
ニ
ー
ク
な
部
員
た
ち

と
楽
し
く
「
み
や
ま
」
作
り
に

関
わ
り
す
ご
せ
た
こ
と
に
感
謝

申
し
あ
げ
ま
す
。

（
副
部
長　

岩
崎　

富
夫
）

前
橋
理
容
師
会
（
小
林
信
吾
会

長
）の
新
年
会
が
開
催
さ
れ
た
。

４
名
の
来
賓
の
方
々
か
ら
心
温

ま
る
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
棚

澤
将
男
顧
問
よ
り
乾
杯
の
音
頭

で
宴
が
始
ま
っ
た
。

　

現
在
の
理
容
業
界
は
、
経
営

者
の
高
齢
化
が
急
速
に
進
ん
で

い
て
平
均
年
齢
も
年
金
支
給
開

始
に
迫
っ
て
い
る
。
自
分
も
そ

の
年
と
な
り
10
年
先
を
見
据
え

て
こ
の
業
界
を
見
た
時
今
後
ど

う
向
き
合
っ
て
行
く
か
が
課
題

で
あ
る
。
各
支
部
長
た
ち
と
の

会
話
で
男
性
客
の
理
容
離
れ
が

目
立
ち
厳
し
さ
も
続
く
。

　

生
活
に
直
結
し
て
必
要
な
理

容
業
が
な
く
な
る
こ
と
は
な
い

と
考
え
る
。
逆
に
若
い
人
に

と
っ
て
は
や
り
方
を
変
え
れ
ば

チ
ャ
ン
ス
に
な
る
か
も
し
れ
な

い
。

　

出
張
理
容
・
ケ
ア
理
容
、
多

方
面
に
業
を
開
拓
し
自
店
の
強

み
を
持
っ
て
「
個
性
」
を
出
す

の
び
し
ろ
の
あ
る
理
容
。

　

ホ
ロ
酔
気
分
に
見
る
窓
越
し

の
外
は
ま
だ
ま
だ
雪
が
降
り
続

く
、
終
了
時
間
を
早
め
45
名
の

出
席
者
の
帰
宅
を
心
配
し
な
が

ら
雪
の
降
る
中
の
新
年
会
の
宴

を
閉
じ
た
。

（
前
橋　

近
藤　

佳
久
）

今泉理事長のあいさつ

雪降る夜の新年会
前橋理容師会

広
報
部

 

三
年
間
を

振
り
返
っ
て

●
三
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
あ
ま
り
役
に
立
て
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
部
長
を
は
じ
め
、

み
や
ま
編
集
委
員
の
皆
様
、
御

苦
労
様
で
し
た
。

（
利
根
沼
田　

生
方　

恭
一
）

●
甘
楽
支
部
の
広
報
と
し
て
広

新
年
祝
賀
会

太
田
支
部

編集委員の集合写真　個性豊かなナ・カ・マ達


